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岡部光明ゼミナール 2011年度春学期 

研究論文「概要」集について 

	
 

この冊子は、明治学院大学国際学部における岡部光明ゼミナール所属学生の2011年

度春学期タームペーパーの概要（目次および主要図表を含む）を印刷したものです。

岡部ゼミでは、従来から履修生の研究成果をこのようなかたちで刊行しており、本冊

子はそのシリーズ第７号になります。これらのタームペーパーは研究成果発表会

（2011年7月23日-24日、湘南国際村で実施）において報告され、そこでの議論を踏ま

えて改訂されたものです。	
 

この冊子を刊行する目的は、主として個々の学生が手がけた研究の内容を残すこと

にありますが、研究テーマを全体としてみるとその時々の国内外の社会経済情勢を反

映しています。今学期の研究テーマをみると、デフレやコーポレート・ガバナンスな

ど従来から重要なものが引き続き学生の関心を集めているほか、欧州経済危機、食糧

危機、通貨危機など各種「危機」を扱ったものが比較的多く、また貧困、生活保護、

非正規雇用、ホームレス、ワーキングプアなど日本社会の底辺の問題を取り上げたも

のも少なくありませんでした。まさに日本の現状を反映しています。	
 

	
 秋学期には、今学期の成果を踏み台にしてさらに飛躍してほしい。とくに４年生は、

今学期までのタームペーパーの内容を上手に統合するないし発展させるとともに、秋

学期に新たな研究を付け加えるかたちで立派な卒業論文を完成してください。	
 

	
 ２０１１年７月	
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